




 

都内 2保健所における昭和 54～56 年度の乳幼児健診において精密健診票の発行数は,受診

者 39,898 例中 1,352 例(3.4%)であり,そのうち心臓異常の疑いは 138 例(精健票発行中

10.2%，対受診者 0.3%)であった。一般に器質的な心疾患の有病率は出生対 1%程度とされて

いるが,この乳幼児健診中の発見率が低いのは,既発見者(医療機関での追跡者)が来診しな

いためと思われる。ところで精健票発行の心疾患疑者 138 例中,心疾患は 34(24.6%),無害

性雑音 76(55.1%),異常なし 8(5.8%),結果不明 20(14.5%)であった。 


